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論 ．文 内 容 の 要 旨

 研究目的

セクレチンは・強力な膵駒泌刺激ホ・レモンである

が，同時に胃酸や血中ガストリンを抑制する作用も有す

る．セクレチン負荷試験とは，マクレチンを投与し，血L

中ガストリンの変動を検討する方法である．著明に尤回

した酸分泌と消化性潰瘍を特徴とするZollinger－Ellison

症候群（Gastrinoma，ガストリソ産生腫瘍ともいう）

（以下ZE）では，セクレチン負荷後，血中ガストリソ

の著しい上昇がみられる．これはZEだけの特異的な

現象と考えられ，診断の重要なポイントとされている．

しかし，著者は，この現象がZE以外の一般の消化性

潰瘍にも存在することを見出だし，それが，潰瘍の病期

（stage）と深い関連性を有することに着目した．本研究

の目的は，セクレチン負荷試験を用い，ZEも含めた消

化性潰瘍発生のメカニズムを，消化管ホルモンの面から

解明することである．

 対象ならびに方法

 対象は，他疾患の合併を有しない胃潰瘍12例，十二指

腸潰瘍25例，ZE 1例で，内視鏡検査にもとづき，その

潰蕩が，再生上皮のいまだ出現していないactive stage

と，治癒三二化したscar stageの2つの群に属する症例

を選択した．早朝空腹時，採液用チューブを胃，十二指

腸内へ挿入後，セクレチンを1時間一定速度で，静脈内

にinfusion投与した．採血は15分引に行い，血中ガスト

リソはRadioimmunoassayで測定し，その反応性を2つ

のstageで比較検討した．

 結果

 1） セクレチィ負荷後の．血中ガス・トリ．ンの上昇反応

は，従来，Z旦に特異的とされていたが，ゴ般の消化性

潰瘍例の中にも，類似した反応を示す比例を認めた．．

 2）．．胃，．．十二指腸潰瘍の母ctivg stage群℃セクレチ

ン負荷後，血中ガストリンの上昇反応を認めたが，sca「

stage群では抑制され，．潰瘍ρ）activityに．よって，セク

レチンに対する血中ガストリンの反応性が異なることが

示された．

 3） 同一症例で，．その潰瘍を内視鏡で経過観察し，

active stageとscar stageでセクレチン負荷試験を行な

い，両stageを比較したが， active stageにおける血中

ガストリソの上昇反応という（2）と同じ結果を得た．個

々の例においても，stageによる反応性の違いは明らか

であった．

 4） セクレチン負荷試験時に，同時に採取した胃液の

酸分泌についても検討した．scar stage群では，セクレ

チンにより著明に抑制されたが，active stage群では，

有意な抑制を認めず，血中ガストリンの反応性の相違

が，酸分泌の面にもよくあらわれた．

 5）ZEは，本邦では非常に稀な疾患であるが，著者

の経験したZE例に対し，同様の検討を加えた，セクレ

チン負荷後の血中ガストリソの上昇反応は，明らかに認

められたが，潰瘍のstageでその反応の程度を比較する

と，active stageでは著明な上昇を示したが， scar stage

では軽度の上昇にとどまった。ZEにおいても， stage
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により，セクレチンに対する血中ガストリンの反応性の

程度が異なることが明らかにされた。

 結語

 一般の消化性潰瘍において，その潰瘍のstageによ

り，セクレチンに対する血中ガストリンの反応性が異な

ることが示された，active stageにおけるセクレチン負

荷後の血中ガストリンの上昇反応は，ZEと非常に類似

しており，潰瘍発生機転の上で，両者の共通性が予想さ

れた．さらに，セクレチン負荷試験は，単にZEの診断

法にとどまらず，ZEも含めた消化性潰瘍の病態を解明

するための1つの手段となりうることを，あわせて強調

する．

                論文審査・の要旨

 本論文は消化性潰瘍の発生機序に関して，消化管ホルモンの面から解明を試みたものである．すな

わちセクレチン負荷による血中ガストリンの反応性が潰瘍の病期により異なり，活動期には上昇反応

を示すことを明らかにした．これは従来Zbllinger－Ellison症候群に特異的とみなされていた現象で

あり，両者において潰瘍発生機転に共通性の存在することが示唆された，学術上価値ある論文と認め

る．
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